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工
場
増
設
で
下
松
市
と
協
定

山
下
工
業
所
半
導
体
装
置
部
品
増
産
へ

新
規
設
備
を
導
入

国
内
生
産
台
数

6
月
1.3
％
増
加

マ
ツ
ダ

薄
板
を
ハ
ン
マ
ー
で
叩
い
て
、
新
幹
線
の
先
頭

構
体
（
顔
）
な
ど
を
造
り
出
す
「
打
ち
出
し
板
金
」

や
精
密
板
金
を
手
掛
け
る
山
下
工
業
所
（
本
社
＝

山
口
県
下
松
市
、
山
下
竜
登
社
長
）は
先
月
28
日
、

下
松
市
と
工
場
増
設
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し

た
。
世
界
的
に
半
導
体
の
需
要
が
高
ま
る
中
、
供

給
先
の
要
請
に
応
じ
て
先
端
半
導
体
製
造
装
置
向

け
の
精
密
板
金
部
品
の
製
造
を
強
化
す
る
。
1
億

5
0
0
0
万
円
を
投
じ
て
建
屋
の
増
改
築
や
新
規

設
備
を
導
入
し
、
生
産
能
力
を
現
在
の
2
・
5
―

3
倍
に
引
き
上
げ
る
。

今
回
、
既
存
建
屋
を
改

築
し
、
2
階
の
食
堂
を
出

荷
場
に
転
用
す
る
ほ
か
、

本
社
敷
地
東
南
に
ブ
ラ
ス

ト
作
業
場
と
専
用
検
査
場

を
新
た
に
建
設
す
る
。
増

築
面
積
は
ひ
さ
し
な
ど
も

含
め
て
2
2
0
平
方
㍍
で

表
面
処
理
と
検
査
、
出
荷

場
は
そ
れ
ぞ
れ
2
・
5
倍

に
拡
張
。空
調
化
も
行
い
、

作
業
環
境
を
向
上
さ
せ
る

ほ
か
、
間
接
業
務
の
Ｄ
Ｘ

化
に
よ
る
生
産
性
向
上
も

進
め
る
。
す
で
に
一
部
工

事
に
着
手
し
、
来
年
3
月

の
操
業
開
始
を
目
指
す
。

建
屋
の
ほ
か
、
新
規
設

備
と
し
て
洗
浄
装
置
や
ア

マ
ダ
製
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

対
応
型
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
マ

シ
ン
、
表
面
処
理
装
置
、

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
な
ど
の
導

入
を
予
定
。
部
品
供
給
先

の
日
立
ハ
イ
テ
ク
か
ら
の

増
産
要
請
に
応
え
る
。
半

導
体
関
連
の
売
り
上
げ
は

足
元
の
年
間
1
億
5
0
0

0
万
―
2
億
円
か
ら
3
年

後
に
は
4
億
円
を
見
込

む
。
人
員
は
す
で
に
4
人

を
採
用
し
、
今
後
も
毎
年

1
人
程
度
の
増
員
を
計
画

す
る
。

協
定
調
印
式
で
山
下
社

長
は
「
東
海
道
新
幹
線
開

業
の
前
年
、
1
9
6
3
年

に
創
業
し
、
来
年
は
60
周

年
の
節
目
。

日
立
さ
ん
に

育
て
ら
れ
、

鍛
え
ら
れ
、

地
域
に
根
差

し
た
板
金
加

工
の
会
社
と

し
て
末
長
く

お
役
に
立
て

る
よ
う
永
続

で
き
る
企
業

を
目
指
し
た

い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

国
井
益
雄
市
長
は
「
山

下
工
業
所
は
ハ
ン
マ
ー
一

つ
で
新
幹
線
の
顔
を
叩
き

出
す
打
ち
出
し
板
金
で
世

界
に
名
を
と
ど
ろ
か
せ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
伝
承
さ

れ
て
き
た
技
能
と
最
新
鋭

の
設
備
で
今
後
も
市
内
経

済
の
け
ん
引
と
地
域
の
雇

用
創
出
に
も
つ
な
が
る
と

期
待
し
て
い
る
。
市
と
し

て
も
県
と
一
体
と
な
っ
て

継
続
的
に
支
援
し
て
い
き

た
い
」と
語
っ
た
。
ま
た
、

立
会
人
で
県
商
工
労
働
部

の
縄
田
浩
之
・
企
業
立
地

統
括
監
は
「
数
々
の
鉄
道

車
両
部
品
の
製
造
を
通
じ

て
鉄
道
産
業
の
町
・
下
松

の
発
展
を
支
え
、
共
に
歩

ん
で
来
ら
れ
た
。
高
度
な

技
術
と
崇
高
な
理
念
を
礎

に
事
業
領
域
を
拡
大
さ

れ
、
県
を
代
表
す
る
企
業

に
成
長
。
県
と
し
て
も
今

回
の
工
場
建
設
を
含
め
事

業
活
動
が
円
滑
に
進
む
よ

う
下
松
市
と
一
体
と
な
っ

て
で
き
る
限
り
の
支
援
、

協
力
を
し
て
い
く
」
と
述

べ
た
。

―
―
2
0
2
1
年
度
の
需

要
動
向
は
。

「
指
標
と
な
る
日
本
鉄
鋼

連
盟
の
鋼
材
受
注
統
計
を
見

る
と
、
21
年
度
の
四
国
地
区

は
前
年
度
比
7
％
増
の
1
4

7
万
㌧
（
普
通
鋼
）
と
微
増

だ
っ
た
。
20
年
度
に
比
べ
れ

ば
、
増
え
て
い
る
も
の
の
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大

前
の
19
年
度
比
で
は
80
％
強

の
水
準
。
ま
だ
ま
だ
回
復
途

上
と
み
て
い
る
。
21
年
度
は

世
界
的
な
半
導
体
不
足
の
影

響
で
、
製
造
業
を
中
心
に
伸

び
悩
ん
だ
感
は
否
め
な
い

が
、
回
復
ト
レ
ン
ド
に
変
わ

り
は
な
い
と
み
て
い
る
」

―
―
各
分
野
の
状
況
は
。

「
半
導
体
関
連
の
制
約
や

3
月
か
ら
の
上
海
ロ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
な
ど
に
よ
る
部
品
・
資

材
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

混
乱
は
、
他
地
区
同
様
に
四

国
地
区
で
も
影
響
が
強
く
、

特
に
建
・
産
機
分
野
は
大
き

な
影
響
を
受
け
た
。
21
年
度

か
ら
生
産
が
上
向
い
て
い
た

中
で
、
冷
や
水
を
浴
び
せ
ら

れ
た
格
好
だ
。造
船
は
、コ
ン

テ
ナ
船
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
の
需
要

が
高
く
、
造
船
各
社
の
手
持

ち
工
事
量
は
2
年
を
超
え
十

分
な
量
を
確
保
で
き
て
い
る

よ
う
だ
。
た
だ
人
員
の
確
保

が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
現

在
も
建
造
ピ
ッ
チ
を
思
っ
た

よ
う
に
上
げ
ら
れ
て
い
な

い
」「

建
築
は
21
年
度
が
も
と

も
と
端
境
期
で
ボ
ト
ム
に
な

る
と
予
測
し
て
い
た
が
、
そ

こ
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が

重
な
り
民
間
の
投
資
マ
イ
ン

ド
が
低
下
し
た
こ
と
で
、
一

段
の
需
要
減
と
な
っ
た
。
土

木
に
つ
い
て
は
、
21
年
度
か

ら
政
府
が
進
め
る『
防
災
・
減

災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の

5
カ
年
加
速
化
対
策
』
も
あ

り
、引
き
続
き
堅
調
だ
っ
た
」

―
―
22
年
度
の
見
通
し

は
。「

各
需
要
分
野
と
も
何
ら

か
の
制
約
を
抱
え
て
い
る
も

の
の
、
い
ず
れ
も
一
過
性
の

も
の
で
構
造
的
な
問
題
で
は

な
い
。
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
が
解

消
に
向
か
え
ば
生
産
水
準
は

戻
り
、
鋼
材
需
要
の
本
格
的

な
回
復
に
つ
な
が
る
と
期
待

し
て
い
る
」

「
当
営
業
所
で
扱
う
建
材

分
野
で
は
、
Ｊ
Ｒ
高
松
駅
周

辺
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

公
共
事
業
を
中
心
に
引
き
続

き
、
堅
調
な
需
要
を
見
込
ん

で
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
な
ど

の
影
響
が
多
少
長
引
い
て
も

プ
ラ
ス
、
少
な
く
と
も
微
増

に
な
る
と
み
て
い
る
。
駅
周

辺
で
は
、
駅
ビ
ル
や
県
立
体

育
館
、
徳
島
文
理
大
学
の
キ

ャ
ン
パ
ス
の
建
設
工
事
が
始

ま
り
、鋼
材
の
手
配
が
進
む
。

先
に
は
ホ
テ
ル
の
整
備
計
画

も
控
え
て
い
る
。
ほ
か
の
エ

リ
ア
で
も
物
流
倉
庫
の
話
も

出
て
お
り
、
止
ま
っ
て
い
た

経
済
活
動
の
再
開
で
投
資
意

欲
も
戻
っ
て
き
て
い
る
印
象

だ
。一
方
で
、中
小
物
件
は
ま

だ
ま
だ
元
気
が
な
い
。
建
設

費
の
上
昇
で
延
期
や
見
直
し

の
話
も
あ
る
よ
う
で
回
復
に

は
少
し
時
間
が
か
か
る
か
も

し
れ
な
い
。
資
材
高
は
、
懸

念
材
料
の
一
つ
。
影
響
を
注

視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

―
―
土
木
関
連
は
ど
う

か
。「

四
国
は
自
然
豊
か
な
半

面
、
災
害
リ

ス
ク
の
高
い

エ
リ
ア
で
も

あ
り
、
以
前

か
ら
各
地
で

対
策
が
推
進

さ
れ
て
い

る
。
河
川
の

堤
防
強
化
や

沿
岸
部
で
の

津
波
・
地
震

対
策
、
た
め

池
の
耐
震
化

の
ほ
か
、
災
害
時
の
緊
急
輸

送
路
を
確
保
す
る
た
め
の
道

路
整
備
事
業
が
順
次
進
む
。

こ
こ
数
年
と
同
じ
流
れ
で
計

画
さ
れ
て
い
る
事
業
が
、
予

定
通
り
出
件
さ
れ
て
い
る
。

下
期
に
は
治
水
対
策
や
港
湾

工
事
も
加
わ
り
、
活
動
水
準

が
上
が
っ
て
く
る
も
の
と
期

待
し
て
い
る
」

―
―
注
力
す
る
活
動
な
ど

は
。「

需
要
が
戻
っ
て
く
る
中

で
物
流
倉
庫
や
工
場
施
設
へ

の
対
応
を
強
化
し
て
い
く
。

地
域
を
問
わ
ず
大
型
化
の
流

れ
が
強
く
、
有
効
面
積
を
大

き
く
し
た
り
、
空
間
を
活
用

し
た
り
、
大
ス
パ
ン
へ
の
ニ

ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。
当

社
で
は
、
鉄
骨
の
大
断
面
化

に
対
応
す
る
『
メ
ガ
ハ
イ
パ

ー
ビ
ー
ム
』
な
ど
製
品
の
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
を
こ
こ
数
年
充

実
さ
せ
て
き
た
。『
ハ
イ
パ
ー

ビ
ー
ム
』
の
利
用
技
術
の
積

極
的
な
提
案
の
拡
大
を
通

じ
、
加
工
負
荷
の
低
減
や
省

人
化
、
省
力
化
な
ど
鉄
の
良

さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
活
動

も
続
け
て
い
る
。
い
ま
注
目

し
て
い
る
分
野
の
一
つ
が
、

冷
凍
・
冷
蔵
倉
庫
だ
。
荷
重

が
大
き
く
、
低
温
環
境
の
た

め
、
従
来
は
他
素
材
が
主
流

の
世
界
だ
っ
た
が
、
低
温
靱

性
鋼
を
提
案
し
、
御
採
用
い

た
だ
く
こ
と
で
、
工
期
の
短

縮
や
省
力
・
省
人
化
と
い
っ

た
鉄
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す

こ
と
が
で
き
る
。
全
国
的
に

老
朽
化
し
て
い
る
施
設
も
増

え
て
お
り
、
新
設
だ
け
で
な

く
建
て
替
え
需
要
に
も
対
応

し
て
い
き
た
い
」

―
―
日
本
製
鉄
グ
ル
ー
プ

で
の
連
携
は
。

「
国
土
強
靱
化
に
対
し
て

は
、
日
本
製
鉄
グ
ル
ー
プ
で

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
各
社
の
持
つ
工
法
、

製
品
を
港
湾
の
地
震
・
津
波

対
策
や
橋
梁
の
老
朽
化
対
策

と
い
っ
た
分
野
別
に
ま
と

め
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提

案
す
る
こ
と
で
採
用
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
活
動
し
て
い

る
。
本
社
で
の
一
体
運
用
だ

け
で
な
く
、
こ
こ
四
国
地
区

に
お
い
て
も
グ
ル
ー
プ
連
携

を
推
進
、
地
域
に
応
じ
た
提

案
活
動
を
行
っ
て
い
る
」

「
こ
れ
か
ら
力
を
入
れ
た

い
の
は
、
デ
ジ
タ
ル
産
業
の

基
盤
と
な
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
な
ど
重
要
設
備
の
強
靱
化

に
つ
な
が
る
商
品
・
工
法
の

提
案
活
動
だ
。
当
社
の
鋼
管

杭
基
礎
や
『
ハ
イ
パ
ー
ビ
ー

ム
』
な
ど
の
ほ
か
、
日
鉄
建

材
の
コ
ラ
ム
や
デ
ッ
キ
、
日

鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
免

振
デ
バ
イ
ス
、
日
鉄
鋼
板
の

屋
根
・
壁
材
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
、
高
い
安
全
性
と
信
頼

性
を
持
っ
た
構
造
を
提
案
で

き
る
。
重
要
施
設
を
守
る
た

め
の
技
術
・
工
法
を
広
く
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
」

―
―
22
年
度
も
価
格
適
正

化
が
大
き
な
課
題
。

「
主
原
料
、
副
原
料
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
が
上
昇
し
、

さ
ら
に
円
安
の
悪
影
響
も
あ

る
。
当
社
と
し
て
も
構
造
改

革
を
進
め
て
い
る
が
、
安
定

供
給
に
必
要
な
費
用
は
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
受
け

止
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
不

可
欠
。
四
国
地
区
で
も
関
係

団
体
や
お
客
さ
ま
に
ご
理
解

い
た
だ
け
る
よ
う
、
丁
寧
に

説
明
を
重
ね
て
き
た
」

「
商
習
慣
や
取
引
条
件
も

状
況
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い

る
た
め
、
お
客
さ
ま
の
ご
理

解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
見
直

し
を
進
め
た
い
。
22
年
度
に

入
り
、
長
く
変
え
て
こ
な
か

っ
た
土
木
商
品
で
の
輸
送
エ

キ
ス
ト
ラ
や
付
属
品
の
エ
キ

ス
ト
ラ
、
新
た
に
建
築
で
の

『
ハ
イ
パ
ー
ビ
ー
ム
』
の
サ

イ
ズ
エ
キ
ス
ト
ラ
に
つ
い
て

も
改
定
を
お
願
い
し
て
い

る
。
鋼
材
納
入
が
長
期
に
わ

た
る
工
事
で
は
、
コ
ス
ト
の

変
動
が
非
常
に
短
期
的
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
従
来
進
め

て
い
る
価
格
適
用
期
間
の
短

縮
の
さ
ら
な
る
短
期
化
に
向

け
て
動
い
て
い
る
」

「
こ
れ
ま
で
『
ト
ン
当
た

り
い
く
ら
』
で
高
い
、
安
い

と
い
う
議
論
が
多
か
っ
た

が
、
材
料
単
価
だ
け
を
捉
え

て
考
え
る
の
で
は
な
く
、
事

業
に
対
す
る
商
品
・
工
法
の

貢
献
度
を
定
量
化
し
て
い
く

こ
と
で
、
提
供
で
き
る
本
当

の
価
値
を
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
が
大
切
だ
。
単
価
の
話

だ
け
で
は
、
本
来
発
揮
で
き

る
は
ず
の
価
値
が
失
わ
れ
て

し
ま
う
。
い
ま
改
め
て
こ
う

し
た
価
値
を
明
確
化
し
、
伝

え
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
さ
ら

に
力
を
入
れ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
」

（
月
森

七
海
）

自
動
車
大
手
の
マ
ツ
ダ

は
7
月
28
日
、
2
0
2
2

年
6
月
の
国
内
生
産
台
数

と
国
内
販
売
台
数
、
輸
出

台
数
の
実
績
を
発
表
し

た
。宇

品
工
場
（
広
島
市
）

と
防
府
工
場
（
山
口
県
防

府
市
）
で
の
生
産
台
数
は

前
年
同
月
比
1
・
3
％
増

の
7
万
3
2
8
6
台
だ
っ

た
。国

内
販
売
台
数
は
同
21

・
4
％
増
の
1
万
1
6
2

6
台
、
輸
出
台
数
は
同
8

・
4
％
減
の
5
万
4
7
1

2
台
。

22
年
1
月
か
ら
6
月
の

累
計
で
は
、
国
内
生
産
台

数
が
33
万
1
9
2
2
台

（
前
年
同
期
比
20
・
7
％

減
）、国
内
販
売
台
数
は
7

万
9
0
6
2
台
（
同
12
・

6
％
減
）、輸
出
台
数
は
26

万
4
5
7
台
（
同
25
・
4

％
減
）
と
な
っ
た
。

調印式の様子。左から山下社長、
縄田統括監、国井市長日

刊
産
業
新
聞
22
・
8
・
5

地区市場展望を聞く

土
木
、災
害
対
策
で
堅
調

デ
ジ
タ
ル
産
業
へ
の
Ｐ
Ｒ
注
力

日 本 製 鉄
四国営業所長
日 本 製 鉄
四国営業所長

樋口智基氏


